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はじめに 

新型コロナウイルス感染症の国内外の感染状況を見据えると、社会全体としての長期的な対応が必要とな

ることが見込まれています。本学では学生、教職員の安全と健康を守り、かつ感染防止の社会的責任を果た

しながら学生の学修機会の確保に取り組んでいます。  
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本ガイドラインは、学生（学部生・大学院生）のみなさんに、安全安心で充実したキャンパスライフを送

っていただくために、みなさんにご留意いただきたい感染予防対策について周知・徹底をはかることを目的

として作成しました。 

これからのキャンパスライフには、ウィズコロナ時代の「新しい生活様式」に対応した感染予防対策等の

徹底が必要不可欠であり、学生のみなさんには、ぜひ、このガイドラインをよく読んで、一人ひとりが高い

意識をもって感染防止対策に取り組んでいただきますよう、ご理解・ご協力をお願いします。 

 

本ガイドラインは、キャンパスにおける教育・研究活動等を安心安全かつ安定的に運営するために準備

されましたが、新型コロナウイルス感染症の動向や、国・自治体の方針を踏まえ、適宜、改訂を必要と

するものです。その点を留意して活用してください。 

 

 

１. 新型コロナウイルス感染拡大防止のための白百合女子大学の活動指針 

本学では、新型コロナウイルス感染拡大防止のための活動指針（参考：「新型コロナウイルス感染拡大 

防止のための白百合女子大学の活動指針」）を設定しており、新型コロナウイルス感染症対策本部が活動

レベルを判断します。各学部、事務部署、施設等からは活動指針における制限レベルに基づいた諸活動、

施設利用等の対応方針が発信されます。 

Campus Squareの掲示板等、大学からのお知らせを適宜チェックしてください。 

 

２. 基本的な感染予防対策 

（１） 感染源にならない 

□ 毎日検温し、健康状態をチェックする。（参考：「健康管理チェック表」） 

 無症状でも感染している場合があることを意識して行動してください。 

 発症する2日前程度から感染力が高まるとされていますので、会った人や立ち寄り場所な

どの行動もできるだけ記録しましょう。 

□ 発熱など体調不良がみられる場合には無理して外出しない。 

 外出前に、体温や新型コロナウイルスへの感染を疑われる症状の有無を確認してくださ

い。咳や37.5℃以上の発熱の症状がある場合には、マスクを着用し事前に連絡したうえ

で、医療機関を受診してください。 

 同居の家族に症状がみられる場合も外出を控えてください。 

 医療機関を受診し、PCR検査を受けることになった場合はウェルネスセンターへご連絡く

ださい。 

 本人または家族が濃厚接触者に認定された場合、濃厚接触者に認定された者とマスクなし

で接触をした場合、クラスター等により本人または家族が自宅待機の指示を受けた場合も

ウェルネスセンターへ連絡し、外出を控えてください。 

 外出後に発熱等の症状がみられた時はすみやかに帰宅してください。 

□ マスクを正しく着用する。 

 マスクは鼻と口の両方をおおって正しく着用してください（不織布マスク推奨）。マスク

を外した状態での会話を控えてください（飲食の際は「黙食」を徹底してください）。 

□ 咳エチケットを守る。 
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 咳・くしゃみをする際、マスク、ティッシュ、ハンカチ、上着の内側や袖を使って口や鼻

をおさえてください（咳やくしゃみの後には手洗い、手指消毒をしてください）。 

 

（２） 感染から身を守る 

□ ハンドソープを利用し、正しい手洗いをする。 

 正しい手洗いの方法（https://youtu.be/Eph4Jmz244A 厚生労働省）を参考に、ハンドソ

ープ等を利用して流水（30秒程度）で丁寧に手を洗ってください。水道が使えない場合

は、手指消毒液を使用してください。 

 食事の前後、帰宅時、トイレ使用後、鼻をかんだ後、不特定多数の人が触れるものを触っ

た後、マスクを触った後などの手洗いを徹底してください。 

 手洗いしていない手で口や目や鼻を触ることや、手洗いしていない素手で食べ物を口に運

ぶのは感染リスクがありますので、必ず直前に手洗いまたは手指消毒を行ってください。 

□ 多くの人の手が触れる箇所を消毒する。 

 ドアノブ、手すり、スイッチなど、複数の人の手が触れる箇所は、消毒をしてください。 

 用具や物品を共用する場合は、使用前と使用後に手指の消毒をしてください。 

 筆記用具などは、各自が準備したものを使用してください。 

□ 換気を行う。 

 換気扇がある場合は常時稼働させて、窓を常時5センチ程度開けてください。 

 扇風機（サーキュレーター）を使う場合は、ウイルスを含んだマイクロ飛沫を広げないた

めに、左右に振らずに一方向に固定して、空気を押し流してください。 

□ 「密閉」「密集」「密接」の状況を避け、人との距離を保つ。 

 会話をするときはできるだけ短時間を心がけ、2メートル（最低でも1メートル）の距離

を保ってください。 

 列になって待つ場所などでは、立ち位置マーカー等に従って間隔を保ってください。 

 不要不急の外出や寄り道を避け、人が密集している場所に近づかないことも有効な感染予

防策です。 

□ 飲食の場面に注意する。 

 飲食の前に手洗いまたは手指消毒を行い、飲食の途中でスマートフォンなどの頻繁に手を

触れるものを触った場合には、再度手洗いまたは手指消毒をしてください。 

 飲食中は「黙食」を徹底してください。 

 他の人と食事時間をずらしたり、対面で座らないように工夫してください。 

 飲酒を伴う懇親会、大人数や長時間に及ぶ飲食の機会を避けてください。 

 

（３）感染の拡大を未然に防ぐ 

□ 抵抗力を高めるため、「十分な睡眠」「適度な運動」および「バランスの取れた食事」を心が

ける。 

□ 接触確認アプリ（COCOA）等を活用する。 

 感染の可能性をいち早く知るために、厚生労働省の「新型コロナウイルス接触確認アプリ

（COCOA）」の登録・活用を推奨します。 

  https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/cocoa_00138.html（厚生労働省） 

□ 新型コロナワクチンの接種を検討する。 

https://youtu.be/Eph4Jmz244A
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/cocoa_00138.html
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 新型コロナワクチンには、重症化を防いだり、発症を防ぐ効果があります。 

 新型コロナワクチン接種の有無は個人の判断が尊重されます。大学として接種を強要する

ことはありませんが、正しい情報を基に検討してください。 

（参考）コロナワクチンナビ（厚生労働省）https://v-sys.mhlw.go.jp/ 

□ 感染時に備え、日頃より水や保存食、生活消耗品の備蓄を心がける。 

 

３. キャンパスにおける注意点 

（１）登校時 

□ 登校時は必ず検温し健康状態をチェックする。（参考：「健康管理チェック表」） 

 検温を忘れた場合、校舎入り口、食堂、体育館、図書館等に非接触型の検温器を設置して

いるのでセルフチェックを行う。 

 登校後に発熱等の症状がみられた時は、すみやかに帰宅してください。 

□ 発熱など感染が疑われる初期症状（体調不良）がみられる場合には無理して登校しない。 

 授業欠席について、配慮を必要とする場合は、授業開始前までに所定の方法で教務課に届

出を行う必要があります（事後の届出は受け付けません）。 

□ 登校時にはマスクを正しく着用する（不織布マスクを推奨）。 

 マスクを外した状態での会話を控えてください（飲食の際は黙食を徹底してください）。 

□ 各建物出入口に設置された手指消毒液にて手指消毒をする。 

□ 登下校時および昼食時を含む休み時間は、できるだけ集団での行動を控える。 

 

（２）授業（学外授業・実習を含む） 

  ① 教室内での注意点 

□ 「接触」「密集」「近距離での活動」「向かい合っての発声」は可能な限り避け、学習者同士

が一定の距離を保ち、同じ方向を向くようにする。 

 教室では、周りの人との間隔をとるため、原則として着席可能な席のみ使用し、授業の最

中に座席の移動はしないでください。 

 向かい合っての対話・討議をする必要がある場合は、短時間を心掛け、マスク着用のま

ま、人と人との距離を開けてください（できるだけ2ｍ以上、最低1ｍ）。 

□ 教室内では、窓やドアを対角線上に開けて、定期的な換気を行う。 

 換気扇がある場合は常時稼働させ、窓を常時5センチ程度開けてください。 

 扇風機（サーキュレーター）を使う場合は、ウイルスを含んだマイクロ飛沫を広げないた

めに、左右に振らずに一方向に固定して、空気を押し流してください。 

 休み時間には窓を大きく開けて教室全体の空気を入れ替えてください。 

□ できるだけ個人の教材教具を使用し、学生同士の貸し借りはしない。 

 器具や用具を共有する場合は、使用前後に適切な消毒や手洗いを行ってください。 

□ 情報教室の利用に際しては、ヘッドセットは持参し、パソコン使用前に手指消毒をする。

（（６）その他＜学内パソコン＞を参照） 

□ 体育施設の利用については、「社会体育施設の再開に向けた感染拡大予防ガイドライン」（ス

ポーツ庁）を参照しながら、感染拡大の防止の観点に十分に配慮する。 

□ 体育の授業ではマスクの着用は求めない。ただし、感染リスクを下げるために、学生同士の間

隔を十分に確保する。 

https://v-sys.mhlw.go.jp/
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② 学外授業・実習の基本的な考え方 

本学の授業科目における学外授業・実習（学外での体験授業を含む）の取扱いについては、学生の

資格取得のための単位修得上、重要な活動であることを踏まえ、原則として実施します。 

なお、実施に際しては、新型コロナウイルスの感染拡大状況や政府等の要請に留意しつつ、次の対

応を行ってください。 

□ 学外授業については、あらかじめ所属学科・教育センターおよび教務課に相談の上、個別許可

を得る（学生に対して、フィールドワークや施設見学などを指示する場合も含む）。 

□ 担当教員・学生は、受入機関にその受入条件、状況をよく確認し、実習を実施する（最新の情

報も十分踏まえて対応する）。 

□ 学生は次の事柄を遵守する。 

 実習実施の2週間前から毎朝の検温及び風邪症状の確認・記録を行う。 

 感染リスクの高い場所へ行く機会を減らすとともに、手洗いや咳エチケットなどの基

本的な感染症対策を徹底し、マスクは常時着用する。 

 家族等の感染が確認されるなど、自身が濃厚接触者と疑われるもしくは特定された場

合、受入機関、担当教員ならびに大学のウェルネスセンターへ至急連絡し、感染者と

最後に濃厚接触した日から起算して2週間は実習への参加を見送る。 

 受入機関の感染対策の指示に従う。 

 実習中、発熱等の風邪症状や体調不良がみられる場合、受入機関及び担当教員と相談

し、児童・生徒・利用者等との接触は絶対に避け、自宅での休養を徹底する。 

 実習終了後に感染が判明した場合、担当教員及び大学のウェルネスセンターに至急連

絡する。 

 

（３）研究活動 

□ 研究設備や備品について、パソコン・タブレットやスイッチ、ドアノブやトイレなど複数の人

が手を触れる場所を必要に応じて消毒する。また、実験等の性質も考慮しつつ、ドアを常時開

放するなど、人の手が触れる場所を少なくする。 

□ 単独で長時間の実験・施設利用を行う場合は、利用開始・終了の声掛けなどを行う。 

 

（４）課外活動 

□ 対面活動の実施にあたっては、所定の手続により、学生生活課に申請する（今後の段階的対応

措置については、社会情勢の変化および大学の基本方針に基づき決定し、学生団体に通知す

る）。 

□ 当面の間、懇親会、会食、合宿、宿泊を伴う活動は行わない。 

□ 課外活動は学生による主体的活動ではあるものの、学生の健康や安全の確保のため、顧問等が

その活動実施計画（日程や内容）および基本的感染対策計画等について確認する。 

□ 部員・指導者ともに、日頃から健康状態の確認を行い、以下の事項に該当する場合は、自主的

に活動を見合わせる。また、参加を希望しない者に参加を強要したり、不利益な取扱をしたり

しない。 

 体調がよくない場合（発熱／咳／咽頭痛等の症状がある場合） 

 同居家族や身近な知人に感染が疑われる方がいる場合 
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 過去14日以内に政府から入国制限、入国後の観察期間を必要とされている国、地域

等への渡航または当該在住者との濃厚接触がある場合 

□ 運動不足の人もいると考えられるため、怪我防止には充分に留意する。 

□ 運動やスポーツの種類にかかわらず、運動やスポーツをしていない間も含めて、感染予防の観

点から、周囲の人となるべく距離（できるだけ2ｍ以上）を空ける。 

□ 活動中の状況（誰と誰がどの程度の距離感で活動していたか）について、大学側の求めに応じ

て提出できるよう記録する。 

□ 走る、歩く運動、スポーツにおいては、前の人の呼気の影響を避けるため、可能であれば前後

一直線に並ぶのではなく、並走する、あるいは斜め後方に位置取る。 

□ 発声や歌唱等を行う場合は、位置取りに充分注意する。 

□ 当該施設管理者が定める基準等に従って、「３密」対策に基づき利用する。 

 部室や更衣室等の利用については、換気に配慮しつつ、短時間、少人数で利用を心がけて

ください。 

 屋外活動を推奨しますが、気温の高い日等は、屋内外にかかわらず、熱中症へ十分な注意

を払ってください。 

 屋内活動については、こまめな換気や消毒液の使用を徹底し、長時間の利用を避け、充分

な身体的距離を確保できるよう少人数による利用としてください。 

 特に、屋内において多数の学生が集まり、呼気が激しくなるような運動や、大声を出すよ

うな活動等は絶対に避けてください。 

□ 使用する（した）施設の清掃、および用具の消毒等、衛生管理を徹底する。また、使用物の共

用や回し飲み等は禁止する。 

□ 運動時のマスクの着用については、体育の授業における取扱に準じて取り扱う。 

□ 活動特性に応じて、各関係団体が定めるガイドライン等を参考にして、必要な取組を行う。 

□ その他、「社会体育施設の再開に向けた感染拡大予防ガイドライン」（スポーツ庁）、「スポ

ーツイベントの再開に向けた感染拡大予防ガイドライン」（公益財団法人日本スポーツ協会）

を参照しながら、感染拡大防止の観点に十分配慮する。 

 

（５）就職支援 

□ 個別面談については、できるだけオンラインを活用するが、対面とする場合には適切な感染防

止対策のもとで実施する。 

□ キャリアセミナーについては、できるだけオンラインの活用を検討するが、対面とする場合に

は対面授業と同様の取り扱いとします。 

 

（６）その他 

＜図書館＞ 

□ 大学の入構管理方針に従って定められた、入館可能人数、滞在可能時間、利用スペースや入

館手続き方法などを守って利用する。 

 変更する場合は、Campus Square、図書館ホームページ等で周知します。 

□ 大学が認める次の利用者には、郵送による貸出、返却、館内資料の複写サービスを無料とし

ます。 

①リモートでの受講申請が認められた学生 



7 

 

②感染が判明し出席停止となった場合 

③濃厚接触者に特定され出席停止となった場合 

    ※②③は、「５.（２）感染者や濃厚接触者の出席（出勤）停止」に基づく。 

□ 館内では、必ずマスクの正しい着用と手指消毒をする。 

 口頭で確認し、咳・発熱などの症状があると判断した場合は、入館を断わる場合があり

ます。 

    □ 館内の適切な換気や空調を行うため所定の窓は開けたままにする。また稼働している扇風機に

は、手を触れないようにする。 

    □ 次の場所や機器に消毒液等を設置するので、利用者自身が利用前後に消毒する。 

 各階閲覧席付近 

 共用で使用するパソコンやコピー機など 

 閲覧机、席 

□ 館内資料は、利用の前後に十分に手洗いをするか、消毒をしたうえで利用する。また、利用中

は、「２．基本的な感染予防対策（2）感染から身を守る」を心掛ける。 

 貸出資料は、カウンターに返却された時に、書籍用除菌機で消毒し、書架に戻しています。 

□ 受付カウンターなどでは密を避けるため、立ち位置マーカー等で順番を待つ。 

 受付カウンター、レファレンス・カウンターには感染防止用のプラスチック板を設置し

ています。 

 レファレンスは、対面の他にオンライン・レファレンスの利用も可能です。 

□ 館内パソコンやノートPCの利用後は学内パソコンの利用に準ずる。なお、館内でDVDを視聴

する場合、ヘッドセットやイヤホンを持参する。 

 

＜ステラマリス／カフェテリア／学生ホール（フォンスヴィーテ）＞ 

□ カウンター席は、通路にあたるため使用禁止とする。（テーブル席は半分のみ利用可能） 

 R.9012、R.9013は食事を持ち込むことができる教室です。第1・第2ステラマリスが混

み合う場合には、この2教室も適宜利用してください。 

□ 机の中央に置いてあるプラスチック板は動かさない。また、使用禁止と書かれている椅子は

動かさず、使用しない（荷物置きとして利用いただくのは構いません）。 

□ プラスチック板がない場所では、横1ｍ以上、向かい合わせの場合は2ｍ以上の距離をとって

利用する。 

□ 食券自販機や受け取り口で並ぶ場合は、立ち位置マーカー等に従って前の人との間隔を空け

て、会話を控える。 

□ 食事前･食事後は手洗いまたは手指消毒を行う。 

□ 食事中は「黙食」を徹底する。 

□ マスクを外した状態での会話を控える。会話の際には必ずマスクを着用する。 

□ 窓を常時5センチ程度開けて換気する。 

□ 学生ホール（フォンスヴィーテ）の窓は開かないので、上部の排煙窓を開ける。 

 

＜学内パソコン＞ 

学内パソコンとは、以下の学内にあるパソコンを指します。 

 教卓および各ホールの演台にある教員用パソコン 
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 情報科学教室1・2・3・4に設置されたパソコン 

 管財課が個別に貸し出したパソコン 

 図書館内備付のパソコンおよび館内用貸し出しパソコン 

 1号館（1Ｆ廊下）、3号館（Ｂ1･2Ｆロビー）、学生ホール、キャリア支援課に備付

の学生用パソコン 

 学生寮の学習室に備付の寮生用パソコン 

□ 利用に際しては、各パソコンに備え付けの「パソコン消毒方法について」を必ず一読する。 

 学内パソコンは、利用前後にアルコール消毒液による手指消毒を徹底してください。 

□ パソコンを囲っているプラスチック板は動かさない。 

□ ノートパソコンは（使用前･使用後）液晶画面を開けたままにしておく。 

□ 利用者が少ない場合は、なるべく離れたパソコンを使用し、できるだけ一つ飛ばし以上の距

離を空ける。 

 

＜７号館（学生寮）＞ 

□ 学生寮については、入寮者の全体集会および全館放送で周知された注意事項を遵守し、日常

生活での予防を徹底する。 

 アルバイトや外泊に関わる注意事項は、事前届け出も含め厳守してください。 

 食堂は、ステラマリス等の利用ルールを準用してください。 

 学習室に備付のパソコンついては、学内パソコンの欄を参照してください。 

□ その他、「ホテル業における新型コロナウイルス感染症感染拡大予防ガイドライン」（一般

社団法人日本ホテル協会）を参照しながら、感染拡大防止の観点に十分配慮する。 

 

４. 配慮すべき事柄への対応 

基礎疾患等などにより重篤化のリスクが高い人や、家族に同様のリスクがある場合等については、以下

の通りの対応とします。 

 

＜受講上の配慮を希望する場合＞ 

所定の願出書類（保証人の確認が必須となります）を教務課にご提出ください。願出内容を検討の上、

対応について大学よりご連絡します。 

 

＜その他、支援を必要とする等のご相談の場合＞ 

支援内容等について、ウェルネスセンターで詳しく事情の聞き取りを行います。学生の聞き取り後、校

医等の意見を参考にセンター長と検討の上で、ウェルネスセンターが各学科・教育センターと必要な対応

について調整を行います。 

 

５. 感染者が発生した場合の対応 

（１）連絡や報告 

 学生や教職員の感染が判明した場合には、医療機関から本人（あるいは保護者）に診断結果が伝えられ

るとともに、医療機関から保健所にも届出がなされます。感染の疑いがあり検査を受けることになった、

あるいは感染が判明した場合には、ウェルネスセンター（TEL： 03-3326-0107／ E-mail：

well@shirayuri.ac.jp）に必ず連絡をしてください。  
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 判明後は、保健所から本人に行動履歴等のヒアリングが行われ、感染者の大学における行動履歴把握や

濃厚接触者の特定等の調査が行われる場合には、本学が協力することになります。また、文部科学省は、

大学において感染者が発生した事例についての情報や知見を収集・蓄積しており、感染者が発生した場合

には、文部科学省への報告が求められます。大学はホームページに感染者数を公表します。 

 

（２）感染者や濃厚接触者の出席（出勤）停止 

 学生の感染が判明した場合、または学生が濃厚接触者に特定された場合には、当該学生に対し、大学保

健安全法第19条に基づく出席停止の措置を取ります。 

教職員の感染が判明した場合、または、保健所の指示により教職員が濃厚接触者に特定された場合には、

病気休暇等の取得、在宅勤務や職務専念義務の免除等により出勤させない扱いとします。 

 なお、濃厚接触者に対して出席（出勤）停止の措置をとる場合の期間の基準は、感染者と最後に接触し

た日から起算して2週間とします。 

 

（３）学内の消毒 

 学生や教職員の感染が判明した場合には、保健所と連携し、当該感染者が活動した範囲全ての室内や接

触したと思われる物品を消毒します。 

 

（４）感染した方への配慮 

カトリックの精神に基づき、学生・教職員にかかわらず、新型コロナウイルス感染症の感染者等に対す

る偏見や差別・誹謗中傷が生じないように自ら心がけるとともに、周囲に対しても働きかけてください。 

 


